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し

古 代 か ら熊取 野 と呼ば れ た 本町域 は、現在 に至 る まで

変 わ る こ とな く “熊 取 "と して独立 した地域 を 保持 し、

恵 まれ た 自然 と貴 重 な文化 遺 産 を今 日に伝 え る町 で あ り

ます。

なか で も、 そ の歴 史 の足 跡 を 克 明 に刻 んだ遺 跡 が 数 多

く存在 し、 そ こには祖先 の人 々の生 活 の記 録 であ る貴 重

な遺 構・ 遺 物 が埋 蔵 され て い ます。

熊取 町 に お い ては 、昭和 60年 度 か ら国庫 補 助 を うは

は じめ て町主 体 の発掘 調査 を実施 し、今年 度 で 2年 目を

迎 え ま した が 調査 機 材 も何 もな い状 態 か らの ス タ ー トで

あ り、 今 も って完 全 な体 制 が確 立 されず成 果 も不十 分 で

あ った こ とは否 め な い と ころ であ ります。

この よ うな状 況 の もとで の調査ではあ りましたが、担 当

者 と しては 悪条 件 の なか で最 善を尽 くしたもの と信 じて お

り、 ここにそ の成 果 と して昭 和 61年度調査 報 告 書 を発 刊

す る運 び とな りま した。 ほ ん の ささやか な もので は あ り

ます が、 周 辺地 域 史研 究 の ため の資 料 とな り、延 いては、

埋 蔵文 化財 保 護 へ の理 解 と認 識 のた め に役立 つ事 を念願

す る もので あ ります。

最後 に発 掘 調査 及 び調査 概 要報 告 書 の作 成 に ご尽 力 い

た だ きま した方 々並 びに関係 者各 位 に対 し感 謝 の意 を表

します 。

昭和 62年 3月

熊 取 町 教 育 委 員 会

教 育 長   原    治  平

きがは



口

本書は熊取町教育委員会が昭和 61年 度国庫 補助事業

(国補助率 50%.府 補助率 25%.町 負担 率 25%)と

して計画 し、町史編 さん室が担 当、実施 した熊取町遺

跡群 の調査概 要報告 書 であ る。

また、この調査概 要報告書 には前年度に調査 をお こな

った東 円寺跡 85年 -2区 の調査 の概要 もあわせ て掲 載

した。

2.調査は熊取町教育委員会嘱託井田匡を担 当者 として

昭和 61年 4月 1日 に着手 し、昭和 62年 3月 31日 終了し

た。なお、調査におけ る事務、連絡等は町史編 さん室

根来光恵がおこなった。

3.調査の実施 と整理にあた っては松浪多加司、小橋秀

行、嶋田恒、沢雅樹、金納圭吾、谷 口浩一、佐原新悟、

森下恵子、新居田美穂、渡辺 由美子、奥 田美帆子、 新

居 田美紀、富村伊都子の諸氏の協力と援助を受けた他

坪之 内徹、佐久間貴士、松村隆文、森屋直樹、仮屋喜

一郎の各氏 より有益な助言を得た。 また土地所有者及

び関係各位 よ り多大な協力 を得た。 明記 して感謝の意

を表 したい。

4 本報告書中の標高は東京湾平均海水面を基準 とし、

方位は地図以外は磁北を示す もの とした。

5.本書の執筆、編集は井田がお こなった。

6.本調査にあた っては写真・ 実波1図 等の記録を作成す

るとともにカラースライ ドを作成 した。広 く利用 され

ることを望 む。

例
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熊取町遺跡群発掘調査概要報告書・ I

第 1章 沿

第 1節  は  じ め  に

開発事業 の急激 な増加 に伴 う遺跡破 壊の恐 れ は、わが熊取 町 で も例外 で はな

い。泉州 沖 に計画 されて い る関西 国際空港 に接続す る近畿 自動車道や泉州 山の

手線 な どの広域道路 の整備 や大 規模 な宅地造 成等が進 み早急 な処置が望 まれ る

ところである。 とりあえず早急に行 わ れ な くて は な らな いの は、埋蔵文化

財包蔵地の存在確認 とその範囲の追求である。熊取町教育委員会では昭和 60年

度よ り国庫補助事業 として町内の各遺跡の土木工事及び建築工事に伴 う緊急発

掘調査 を行 うこととな り、本年度で 2年 目を迎 えた。 しか しその全てにおいて

遺跡の性格、範囲の明確な把握 にまで至 ってお らず、調査の条件、面積、体制

等の制約によ り調査成果はまだまだ不十分であることは否めない。以下熊取町

での昭和61年 度の国庫補助事業の調査 を表 -1に ま とめたので参照願いたい。

革

第 1表 昭和 61年度 国庫補助調査区一覧表

調 査 地 占
、 申 請 者 所 在  地 申請面積 m2

東 円 寺 跡 86年 -1区 藤原   保 熊取町大字五門H33‐ 469 m2

東 円 寺 跡 86年 -3区 坂上  米 造 熊取町大字紺屋 201-1 1287 m2

東 円 寺 跡 86年 -4区 藤原 勝 三 熊取町大字野田23X卜 1 695.89 m2

久 保 城 跡 86年 -1区 田中  功 熊取町大字久保 1698 299.64 m2

降井家屋敷跡 86年 -1区 坂上 雅章 熊取町大字大久保-1 331.68 m2

-1-



第 2節  熊取 町 の環境

大 阪府 の南部 、熊取町 の位置す る泉南地域 は、基盤 山脈 で あ る和泉 山脈 よ り

丘 陵及 び洪積段丘 の高位 面が派生 し、 その前 縁 としての洪積段丘 中位面や低位

面 で構成 されて い る。 また河川 の下 流 には沖積段丘や氾濫原が存在 して い る。

熊取 町 の歴 史的環境 として は池 の谷遺跡 が 旧石器 の散 布地 とされて い るが 、
①

詳細 は不 明で あ る。縄 文 時代 にな る と成合寺 遺跡 サ ヌカ イ トの石鏃、 スクレイパ

ー、打 ち石 な どが 出土 して い る。弥 生 時代 の遺 物 として 、大久保 B遺跡 か らは

壺 や高杯 が 出土 してお り東 円寺跡 で も石鏃 、甕 な どが 出土 して い る。古墳 時代
②

につ いて は五門地 区で古墳が 2基 存 在 した と記録 されて い るが詳細 は不 明で あ
③

る。 また奈 良時代 、平安 時代 にな る と東 円寺跡 よ り 7、 8世 紀の遺物 として は

須 恵器 の高杯 、甕 、蓋杯 が 出土 して お り、遺構 として は溝 、掘 立柱建物跡 とみ

られ る ピ ッ トが検 出 され て い る。調査 によ って 出上 した蓮華 文軒 丸瓦 、唐 草文

軒平瓦 よ り東 円寺 は平安 末期の創 建 とみ られ る。

熊取町域 での 中世、近 世 の遺物 、遺構 につ いて は熊野 もうでや紀州 の根来寺

の勢力拡大、また中家、降井家な どの上豪

の支配の中で経済、政治、軍事の影響をう

けている。今後 これ らの解明 も必要である

し、成合寺遺跡で検出された土拡墓の可能

性をもつ 600基 の土拡や和 田地2の 埋 め

墓、参 り墓 といった両墓制は、中世以降の

風習を考察す る上で貴重な資料 となるだろ

う。

これ らはごく断片的な資料ではあるが、

これ らの資料の蓄積によ り熊取町の歴史を

よ り明確に していかなければな らない。ま

たその作業が泉南の歴史を明確にす る作業

の一翼を担 っているもの と確信 している。

-2-

第 1図 熊取町の位置



第 3節

熊取町 内で は今年 11件 の発掘 調査 を実施 した。 その うち国庫補助事業 と して

は 5件 調査 をお こな った。調査 区名 はそれ ぞれの遺 跡 で調査 を実施 した llrに 86

年 -1区 、 2区 と呼称 す る こ ととした。今 年 調査 を実施 した 区域 として東 円寺

跡 で は86年 -1区 、86年 -3区 、86年 -4区 の 3ケ 所 、その ほか 、久保城跡86

年 -1区 、降井 家屋 敷跡86年 -1区 で あ り、久保城跡 は今年度 初 めて調査 を行

うこ ととな った。 なお東 円寺 跡85年 -2区 は昭和60年度 の年度末 の調査 で あ っ

たため、昨年度 の調査報 告書 には掲載 で きなか ったの で本書 に掲載 し、降井 家屋

敷跡86年 -1区 は年度 末 に調査 を実施 したため、報告 につ いて は機会 を改 めた い。

注

(1)安 里 進  「 成合 寺  近 畿 自動車道 和 歌 山線 建設 に伴 う 埋 蔵文 化財 発

掘 調査概要報 告書 」 (財 )大 阪文 化財 セ ンター

(2)中 西靖人  「 伊 藤忠 商事 0日 鐵 不動 産 K.K開 発計画 に伴 う泉 南郡熊 取

町埋 蔵 文 化財分 布 調査報 告 書」 (財 )大 阪文 化財 セ ンター

(3)藤 沢真依  「 東 円寺跡 発掘 調査概要 報告書 I 」 大 阪府教育委 員会

芝野圭 之介「 東 円寺跡 発 掘 調査概要 報 告書 [ 」 大 阪府教育委 員会

松村隆文  「 東 円寺跡 調査概要・ I」

(4)玉 谷 哲氏 の御 教 示 を得 た。

熊取町教育委員会
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第 2図  熊取 町 周辺遺 跡 分 布図
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表名地跡遺辺周町取熊

第 2章  東円寺跡の調査

第 1節  既往の調査

東円寺跡 は古 くよ り小字名や古瓦な どの遺物の散布によ り、寺の存在が想定

されていた。昭和57年大阪府教育委員会発行の遺跡分布図にはその位置 と範囲

が記入 されている。 こうして周知 された東円寺跡では、国道170号線の工事に

伴 う調査が大阪府教育委員会 によ り昭和57年 か ら昭和59年 までの間に 3次 にわ

た る調査が行われている。

また、熊取町教育委員会は現消防署敷地 と道路 を挟んで南側の土地の試掘調

査、数ケ所の柱穴を検出し、瓦器塊,な どの 遺物が 出土 した。また昭和 60年 度

には個人住宅等の建築工事に伴 う事前調査が 2ケ 所実施 され、それぞれ溝や建

物跡 とみ られ るピッ トが数ケ所検出された。以上が既往の調査である。

以下昭和57年 度の消防署用地試掘調査で出土 した瓦の実測図 と観察表 を掲載

す ることとした。

-5-



がヽ

1  2

第 4図  東 円寺跡 周 辺表採 瓦 (1)
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第 2節  東円寺跡 86年 -1区 の調査

東円寺跡86年 -1区 は推定寺域 よ り350m西 にはずれた地点で、小字名では

租利にあたる。調査は申請 地内に南北方向に長 さ 5m、 巾50cmの トレンチを二

本 と東西方向に長 さ5m、 巾50clnの トレンチを設定 し行 った。層序は土層よ り

25面前後の耕土、 loc口 の床土、10cmか ら15 clnの 褐色シル トマンガン斑層、15cm以

下の灰色砂層が堆積 し地 山の黄褐色 シル ト層に達す る。当該地には遺物包含層

は見当 らず、遺物、遺構 は検出 されなか った。

第 3節  東円寺跡 86年 -3区 の調査

東円寺跡86年 -3区 は東円寺跡の範囲の西端であ り、推定寺域 とみ られ る地

点よ り西へ約500mはずれてお り、小字名では平池 にあたる。調査は申請地内

に南北方向に長 さ 5m、 巾 lmの トレンチを設定 して 行 った 。 層 序 は 上 層

よ り20cln前後の耕土、10cln前 後の床土、15clnか ら20clnの 茶灰色粘質土層、45cln

前後の褐灰色粘質土層が堆 積 し、地山の茶灰色粘土層に達す る。当該地では遺

物、遺構 は検出 されなか った。

TP+3600π

TP+3300m

1耕± 2床± 3茶灰色粘質土層 4渇灰色粘質土層 東円寺跡 86年 -3区東壁

第 6図 東円寺跡 86年 -1区、 3区土層図

1耕± 2床± 3橙褐色シルトマンガン斑層 4灰色砂層 5黄渇色シルト層(地山)東円寺跡 86年-1区南壁
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第 4節  東円寺跡 86年 -4区 の調査

東円寺跡86年 -4区 は推定寺域よ り150m西 にはずれた地点で小字名では藤

本田にあたる。現在の地表面は昨年度調査 した東円寺跡85年 -1区 よ り地表面

の レベルで約50cln低 い。周辺の地形 は調査区の南方向に位置す る住吉川にむか

ってその標高 を下げてい く地形で、中位段丘の前縁にあた る。86年 -4区 の南

側の田畑では さらに lm低 く、かな り急に標高 を下 げてい く。調査 は申請地 内

に東西に長 さ14m、 巾 lmの トレンチを設 定 して行 ったが、 段 を検出 し、 こ

れを追求す るため拡張 した。層序 は上層よ り20clnの 耕土、10clnの 床土、10clnの

茶褐色粘質土層、15clnの 紫灰色粘質土 マンガン斑層 と堆積 し、地山の黄灰色粘

土に達す る。遺物の大半は紫灰色粘質土 マンガン斑層よ り出土 している。主 な

出土遺物は瓦器、東播系の こねばち、須恵器、瓦片、染付な どである。

遺構

検出 した遺構は、 ピッ ト6基 及 び不整形土拡、段である。 ピッ トはすべて径

が25cln前 後 と法量が均一であ り、円形 を呈 している。深 さは最 も浅い もので10

clnを 測 り、最 も深い もので25crnを 測 る。 ピッ トの出土遺物 としては瓦器片が あ

げ られ るくらいで、時期 は決定で きないが建物 として復元で きる可能性 もあ る。

他の遺構か らは遺物は出上 しなか った。

段 Aの 段上は遺物 を多量に包含 している紫灰色粘質土 マンガン斑層がみ うけ ら

れない ことか ら、近世以降にかな りの削平 を うけているもの と思われ る。

遺物

出土 した遺物は全て破片である。近世遺物 は耕土、床土よ り少量出上 したに

過 ぎない。近世以前の遺物は紫灰色 シル トマンガン斑層よ り出土 している。以

下遺物の観察 をお こな う。第 8図 16は 弥生式土器の甕 と思われ るが摩滅 してい

て調整痕はわか らない。 1、 2は 須恵器の甕の体部 とお もわれ るが、破片が小

さいために拓影のみ掲載 した。 4、 5は 高杯の脚部 と思われ る。 6は 杯で、13は

甕の肩部である外面にタタキメをほ どこしてある。14は 鉢で 口縁が内傾 してい

る。須恵器については全て 8、 9世紀の時期の もの と思われ る。15は 東播系 こ

ねばちで口縁部のみの残存である。 7、 8、 9は 瓦器で、 7、 9は 瓦器塊で 8
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は皿である。10は 自磁の碗で、11、 12は 伊万里の染付である。いずれ も口縁部

のみの残存であるが 12は、み こみに蛇の 目に釉 を 掻 き取 った跡があ り、呉須の

発色が悪い。図化 した遺物 も殆 どが破片であるが、東播系 こねはち及 び瓦器が

破片数 としては多か った。
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第 8図  東 円寺跡 86年 -4区 出土 遺 物
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第 5節  東円寺跡 85年 -2区 の調査

東円寺跡85年 -2区 は推定寺域 よ り50m西 にはずれた地点で小字名では堂の

後にあたる。調査は申請地内に第 1ト レンチ として東西 に長 さ31m、 巾 lm、

第 2ト レンチとして南北 に長 さ14m、 巾 lmの トレンチを設定 し調査 を開始 し

た ところ、溝、 ピッ トな どを検出 したので遺構の性格 を追求す るために第 3ト

レンチとして東西 に長 さ32m、 巾23mの トレンチをそれぞれ設定 し、 これ らの

トレンチの南側に東西方向に長 さ 5m、 巾 lmの 第 6ト レンチ と長 さ 3m、 巾

lmの 第 7ト レンチを 2本 設定 した。

層序

土層はほぼ水平な堆積で、上層よ り耕土、灰色粘土、灰褐色粘質土層、暗灰色

褐色粘土層、褐色粘土層の順に堆積しており、地 山の橙色粘土に達す る。

地 山は第 1ト レンチ西端では東端 に くらべて レベルで30cm低 くなっている。

また第 2ト レンチ北端地 山の レベルよ り南端の レベルが25cm低 い。当該地の旧

地形 は西側方向 と南側方向へ緩やか に下 ってい き、北東方向ではほぼ平坦 で台

地の尾根のよ うな地形ではないか と思 われ る。

遺構

遺構 としては ピッ トが14基 、溝が 5条検出で きたほかに 2ケ 所の石溜 りも検

出 した。

SD-1は 第 3ト レンチで検出 された南東方 向か ら北西方向へ流れ る溝で、

現在の土地区画に並走 している。近世の溝で埋土につ いては上層の埋土は暗灰

色粘質上で下層の埋土は濃灰色粘質土である。 それぞれ伊万里の染付、煙管の

雁首な どが出土 している。法量は平均巾1 2 0 clnを 測 り、深い部分で表土よ り40

cmを 測る。

SD-2は 第 3ト レンチを北方向か ら南方向へ流れ る溝で、時期的には12・

3世 紀以降 とお もわれ る。出土遺物 としては瓦器、瓦の破片である。埋土につ

いては上層の埋土は暗紫灰色粘質土で下層の埋土は濃灰色粘質上であ った。法

量は最大巾1 4 0 clnを 測 り、一番深い場所で レベルは表土よ り36.3 clnを 測 る。

SD-3、 4、 5、 6は SD-2と つなが る もの と思われ る。遺構の埋土 も

遺物 もSD-2と 同 じである。
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第3ト レンチ北壁土層図

トレンチ南鼈(西半)土層図
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第 1ト レンチ南壁(東半)土層図

第 2ト レンチ西壁 (南半)土層図 第5ト レンチ西撃土層図
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第 9図 東 円寺 跡 85年 -2区 石 溜 り 1平 面 図
第 10図 東 円寺跡 85年 -2区 平 面 図 、土層 図



東 円 寺 跡 85年 -2区 出土 遺 物
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ビッ ト

ピ ッ トの全 て は地 山 を掘削 して い る。法量 は最大 径 の ピ ッ トで30cmを 測 り最

小径 の ピッ トで 16cmを 没」る。深 さは最 も深 い ピッ トで35cmを 測 り最 も浅 い ピ ッ

トで 7 cmを 測 る。また遺物 を含 む ピ ッ トと含 まな い ピ ッ トが あ り、遺物 を含 む

ピッ トはピッ ト 6、 9、 10、 11、 13で あ った。 ピ ッ トに含 まれて い る遺物 は瓦

器の破 片、瓦 の破片 で あ る。今 回の調査 で検 出 したピットは調査範 囲が狭いため

に建物 跡 として の可能 性 はあ るが復元 はで きなか った。 また SD-5、 SD―

6の 深 い部分 に石溜 りが み うけ られ、多量 の石 と瓦が 出土 した。 SD-6か ら

は東 円寺の もの と思 われ る軒 平 瓦の破 片 が 出土 して い るが 、 出土 した瓦のすべ

ては焼 成が悪 く、赤茶 色 を呈 してい る。火 災 な どによ る 2次 的 な焼 成 で あ る と

思 われ るが 、実態の解 明 は今 後 の課題 で あ る。

FF__l二「_●_卜_卜JFm

第 13図  東 円寺跡 85年 -1区 、 2区 、 86年 -4区 平 面 合成 図
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出土遺物

出土 した遺物 の ほ とん どは、灰褐色粘質土層 と橙褐色 粘質土層か ら出上 してい る。

遺物 は近世磁器 の皿 、碗 をは じめ瓦器 、須 恵器 、瓦 が 出土 した。

第11図 13は 、須 恵器杯 身 で 8、 9世紀の もの と思 われ る。 12は 瓦器 の小皿 で

あ るが 、摩 滅が ひ ど く、調整痕 は読 み とれ な い。 7、 9は瓦器 の坊 で どち ら も

外面 に指頭圧痕が み られ 、 内面 には ヨコナデ調 整が施 してあ る。 また 7の 瓦器

塊 には、 内面 に螺旋状 の暗文が み うけ られ る。 14は 土 師質の土 鍋で取 っ手が あ

る。体 部 には右下 が りの平行 タタキ を施 して あ り、取 っ手 を接 合 したの ち、 ス

リケ シ調整が施 して あ る。全体 にす す 、ハ ナ レズナが 付着 して い る。 4は 土 師

質 の火 鉢 の よ うで あ るが 、胎土 は荒 く、焼成 も軟 で あ る。 1は伊万里 の皿で低

部 のみの残存 で あ る。 6は 湯の みで 口縁部 の残存 で あ る。 8、 10は 伊 万里焼 染

付 の碗 で、 8の碗 は全体 的 に呉須 の発 色が悪 く、 自然 貫入が み られ る。10は み

こみに蛇の 目に釉 を掻 き取 った あ とが み うけ られ る。 2は 唐津 焼 で あ るが、底

部 に墨書が み られ る。 3は碗 で あ り、量 面 に清 水の刻 印が押 されて い るが、実

際 は有 田で焼 か れ た もの らしい。

第 14図 1は 、唐 草文軒 平瓦 で あ る。瓦 当面 は半分残 存 して い るが、周縁が欠

損 し唐草文 自体 もか な り摩 滅が進 ん で い る。 凸面 には圧痕がみ うけられ、 凹面 に

は布 目 と横方 向へ の調整が み うけ られ る。凸面 、凹面 共 にハ ナ レズナ を施 して

あ る。

(1)大 阪府教委・佐久 間貴士氏の御 教示 を得 た。

影

::;;::::::::.

¬千.研警2
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m
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第 3章  久保城跡の調査

第 1節 既往 の調査

久保城跡は、見出川流域の永楽橋左岸一帯の水田に矢の倉、的場、土居の内、

荒堀、中堀な どの城郭 に関連す る小字名が集中 して存在す ることか ら城郭跡 と

想定 されてい る。既往の調査 としては昭和58年 に周辺の分布調査がお こなわれ

瓦が多量に表面採取 されている。その分布調査の遺物についても掲載す ることと

した。第14図 の遺物 も分布調査 によって表面採取 された ものである。 1は 陶器

の皿であるが釉がかか っていた もの と思われ る。 2は 足釜の脚部でハナレズナ

が付着 している。

第 15図  久保 城跡 周 辺表 採 遺物 実 測 図

0  ______4_______― ―翠̀m

久保城跡周辺表採平瓦実測図及 び拓 影第 16図

一-18-
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第 17図  久 保 城跡 周 辺 表 採 丸 瓦 実 測 図 及 び拓 影
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第 2節  久保城跡 86年 -1区 の調査

久保城跡86年 -1区 は小字名では車屋敷 にあた る地点で見出川左岸 に位置す

る。調査は申請地 内に長 さ10m、 巾1_5mの トレンチを設定 し行なった。

久保城跡86年 -1区 の土層 は盛上の下 に約20cmの 灰色粘質土層、約 1 0clnの 茶

灰色粘質土層、約 1 0cmの 茶褐色粘質土層、約20cmの 茶黄色粘質土層 と堆積 し、地

山の茶黄色 シル ト層 に達す る。茶灰色粘質土層は トレンチの西半部 に存在 し、

茶黄色粘質土層 も東半部に一部存在す るのみである。旧地形 は東よ り西方向へ緩

やかに標高 を下げる地形 と思 われる。

遺物 と遺構

造物は灰色粘質土層以下、地 山直上までの全ての層位で出土 してい るが、全て

破片であるために図化できたのは第18図 の 3点のみである。 1は 瓦質の上釜の口

縁 とみ られ る。 2は 陶器で器種は壺か と思われるが時期は不明である。胎土は

粗 く、 もろい感 じがす る。 3は 瓦器の坊 で ヨコナデの痕がみ うけられ る。その

ほか遺物 としては須恵器の破片、ハナ レズナのついた瓦の破片、伊万里の染付、

サヌカイ トの破片な どが出土 した。

第 18図  久 保 城跡 86年 -1

0                5cm

区 出土 遺 物

ク
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第 19図  久保 城 跡 86年 -1区 平 面 図

第 20図  久保 城 跡 86年 -1区 南 壁断面 上 層 図

I IIミ
3塁:ヽ

要霞:壁
第 21図  久、保 城跡 範 囲及 び 86年調査 区位 置 図
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第 4章 ま と

今年度の調査で もい くつかの新たな知見があった。東円寺跡の85年 -2区 で

は集落跡の可能性 を持つ ピッ トや中世の溝が検出 された。遺物の出土 も従来の

東円寺跡の調査に比較すれば多か った し、平安末期の軒平瓦な ども出土 した。

東円寺跡86年 -4区 で も東播系の こねば ちや瓦器な どの遺物が出土 したほか数

ケ所の ピッ トも検出で きた。 これ らの調査によって、東円寺 を支 えていた経済

基盤たる集落の存在 を断片的ではあるが確定で きると思 う。今後 も東円寺跡の

規模、性格の追求が課題である。

久保城の調査は今回が初 めてであった。長 さ10mの トレンチ 1本ではあるが、

遺物 も出土 し、遺構 も確認で きた。 これか らの久保城跡の調査 を継続 して実施

す ることによってまた新たな事実が得 られ るであろ う。

熊取町における埋蔵文化財の調査はまだ緒 についたばか りである。周知の遺

跡 について もこれか ら新規発見、範囲拡大が必要である。またその性格、規模

の把握 とい った課題 もこれか らである。町内には現在32ケ 所の周知の遺跡があ

るが、その うち試掘調査 も含めて実際に調査 をお こな っている遺跡は、 6ケ 所

に過 ぎない。また関西国際空港の関連事業に伴 って開発が増加す ることは必至

で、今後は文化財の保存 と活用 を充分 に配慮す る必要がある。

遺跡発掘の重要性は単に歴史の資料 を得 るためだけでな く、過去の人々の叡

知 を知 り、現代に生 きる我 々に とって先人に学べ る場 として活用 してい くこと

が重要だ と思 う。現在の我 々が くりひろげている営みが本当に文化的、歴史的

に価値があるのか を知 るてがか りとして我 々調査に携わる者は、遺跡での調査

結果を活用できる形として現代人に還元していくことが課題であり責務である

と考える。

め
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付章 小字名について

東:円 寺跡及び久保城跡 は小字名 と遺物の散布 によ りその範囲が想定 されてい

る。東円寺跡では トヨジ、東永寺、豊寺、堂の端、堂の後、大門な どの小字名

が集1中 して存在 しているきまた久保城跡で も矢の倉、的場、土居の内、荒堀、

中堀の小字名が集中 している。

ヅ

第 22図  東 円寺 跡 周 辺 小字 名 図

第 23図  久保城跡周辺小字名図
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図番号
法 量

胎 土 色  調 焼  成
成 形 。 調 整 ・ 形 態

平均厚 凹 面 凸 面

5-3
棟瓦 ?

良好  0.5m程度  暗灰色粒 極少 暗 灰 色 良 好

還元炎焼成

5--4
平 瓦

35m 良好 0.5～ 1.0爾  白色粒   少 暗 灰 色 軟

2次焼成か ?

布目痕

5-5
平 瓦

24m 良好 0.8～ 2.Om 白色粒  極少

0.2～ 1.Om 赤色粒  極少 茶灰白色

2次焼成か ? ハナ レズナ

(やや粗 )

ハナ レズナ

(やや粗 )

5-6
平 瓦

22回
良好 0.3～ 0.8m 白色粒  極少

0.8～ 1.5m 黒色粒  極少

暗 灰 色 還元炎焼成 指頭圧痕
ヘラケズ リ

ハナ レズナ (やや粗)

指頭圧痕
ヘラミガキ

ハナ レズナ (やや粗)

5-7
平 瓦

22m 良好 0.8～ 4.Om 白色粒  多

0.5～ 1.Om褐 色  少

灰 白 色 良 好

還元炎焼成

ヘ ラケズ リ

5-8
平 瓦

19爾
良好 0.5～ 5.Om 白色粒  多

0.5～ 1.0爾  黒色粒  少 茶灰白色

良 好

還元炎焼成

4-1
丸 瓦

22回
良好 0.8～ 2.Om 白色粒  少

0.5～ 4.Om 黒色粒  極少

茶灰白色 良 好

還元炎焼成

布 目痕
ヘラケズ リ (2方向)

平行たたき目

4-2
九 瓦

19m 良好 0.8～ 4.5m 褐色粒  少

0.3～ 0.2爾  白色粒  多 黄茶灰色

良 好

還元炎焼成

布 目痕
ヘラケズ リ (2方向)

平行たたき目

第 2表 東円寺跡 82年 分布調査表採瓦観察表
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図番号
法  量

胎 土 色 調 焼  成
成 形 。 調 整 ・ 形 態

平均量 凹 面 凸 面

12--1

丸 瓦
20m

良好 0.5～ 2.5m 白色粒  少

0.8～ 2.0爾  暗褐色粒  少
暗 灰 色

良 好

還元炎焼成

12--2

九 瓦
22m

良好 0.3～ 1.5m 黒色粒

0.3～ 3.Om 白色粒

多

多
灰茶白色

軟

2次焼成か ?

12-3
平 瓦

23m
良好 0.3～ 1.Om 白色粒  多

1.0～ 2.0爾  黄白色粒  多
淡灰茶色

軟

2次焼成か?

ヘ ラケズ リ

ハナ レズナ

ナ ワタタキ

ハナ レズナ

12-4
平 瓦

19爾
良好 0.3～ 1.Om 白色粒  多

0.6～ 1.5m 黒色粒  少
青 灰 色 還元炎焼成

ハナ レズナ

(やや粗 )

ハナ レズナ

(やや粗 )

12--5

平 瓦
22爾

良好 0.3～ 1.Om 暗灰色粒  少

0.2～ 1.5m 白色粒  多
暗 灰 色

軟

2次焼成か ?

ハナ レズナ (細) ハナレズナ (細)

12--6

平 瓦
28蘭

良好 0.5～ 1.2爾 暗灰色粒  少

0.2～ 1.0爾  白色粒  多 淡灰褐色

軟

2次焼成か?

ハナ レズナ (細)

ナ ワタタキ

12--7

平 瓦
44m

良好 0.2～ 0.8m 暗灰色粒  少

0.2～ 1.5m 白色粒  少

灰茶白色 軟

2次焼成か ?

ヘ ラ ミガキ

12-8
丸 瓦

18m
良好 0.5～ 1.2爾 暗灰色粒  少

0.3～ 1.0爾  白色粒  少

灰茶白色 2次焼成か ?

12--9

丸 瓦
22m

良好 0.3～ 0.8爾  黒色粒  少

0.6～ 1.0爾  白色粒  少
黄橙白色 2次焼成か ?

2--10

平 瓦
26厩

良好 0.8～ 1.Om 暗灰色粒  少

0.3～ 1.5面  白色粒  多

暗 灰 色 軟

2次焼成か?

ヘ ラケズ リ

指頭圧痕

ヘ ラ ミガキ

2-11
平 瓦 32m

良好 0.3～ 0.8爾  白色粒  少

0.5～ 1.2爾 暗灰色粒  少

0.3～ 0.5m 黒色粒  極少

暗灰褐色 2次焼成か ?

第 3表 東円寺跡 85年-2区 出土瓦観察表



図番号
法  量

胎 土 色  調 焼 成

成 形 ・ 調 整 ・ 形 態

平均量 凹 面 凸 面

2-12
平 瓦

21"m 良好 0.2～ lm  白石粒含む 青 灰 色
軟

二次焼成をうけている
指頭圧痕あ り

12-‐ 13

平 瓦
23m 良好 0.3～ 0.8鰍  白石粒含む 青 灰 色

軟

二次焼成をうけている

４

瓦

２．
平

24硼 良好  1.5～ 3m  白石粒含む 橙 灰 色
軟

二次焼成をうけている

ハ ナ レズナ

ヘ ラ ミガキ
ハナ レズナ

2-15
平 瓦

25m 良好 0.3～ 1.2m 白石粒含む 黄橙圧色
軟

二次焼成を うけている

ハナ レズナ

ヘラミガキ
ハナ レズナ

６

瓦

２．
平

23m 良好  0.5～ 1.5硼 白石粒含む 茶 灰 色
軟

二次焼成をうけている

布目

平行タタキロ

2-17
平 瓦

30m 良好  0.2～ lm  白石粒含む 灰 色
軟

二次焼成をうけている
ヘ ラケズ リ

2-18
平 瓦

20"m 良好  0.5～ 1鰍  白石粒含む 黄灰 白色
軟

二次焼成をうけている
´ ヽ フ ガ キ

―
Ｉ
Ｎ
Ｏ
‥
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第 3表  東円寺跡 85年 -2区 出土瓦観察表



図番号
法 量

胎 土 色調 焼  成
成 形 ・ 調 整 ・ 形 態

鼈 凹 面 凸 面

16--1

平 瓦
23m 良好 0.2～ 1.0爾  白色粒  少

暗 灰 色

淡灰褐色
二次焼成か ? 套子

`漠

il〔〔暑:

ナワタタキ
平行タタキメ
ハナ ンズナ (粗 )

16-2
平 瓦

22爾 良好 0.3～ 1.0爾  白色粒  少

″

暗 灰 色

淡灰褐色

″

二次焼成か ?
ヘ ラケズ リ

ヘ ラ ミガキ

布 目痕

指頭圧痕

ハナ レズナ (やや粗)

16-3
平 瓦

30m 良好 0.3～ 2.Om 白色粒   少
色

色

灰

白

暗

灰

良好

還元炎焼成

ヘ ラ ミガキ

賀要ラ晏ナ(粗)

平行 タタキメ

ハナ レズナ (粗 )

16--4

平 瓦
26m 良好 0,3～ 2.5m 白色粒  少

淡 灰 色

淡灰褐色
二次焼成か ? ハナ レズナ (粗)

平行タタキメ

ハナレズナ (粗)

17--1

丸 瓦
22m 良好

青灰褐色

黄橙灰色

軟

二次焼成か?

ヘラケズ リ

布 目痕

ナ ワタタキ

ユビナデ

17-2
丸 瓦

19爾 良好 0.8～ 2.5爾 暗灰色粒極少
暗 灰 色

淡灰茶色

良好

還元炎焼成

ヘラケズリ (2方向)

布目痕

ナ ワタタキ

17-3
丸 瓦

22脚 良好 0.2～ 1.Om 白色粒 極少
青灰褐色

淡赤褐色

軟

二次焼成か?

ヘラケズリ (2方向)

布目痕

17-4
丸 瓦

22m 良好
淡灰褐色

淡赤褐色

軟

二次焼成か?

ヘ ラケズ リ

奪鼻

'タ

キメ
キ
キ

ガ
タ
デ

ミ
タ
ナ

ラ
フ
ビ

ヘ
一ノ
ュ

(横)

17--5

丸 瓦
30爾 良好

青 灰 色

淡灰茶色
二次焼成か ?

ヘラケズリ (横)

布目痕

17-6
九 瓦

20m 良好 暗 灰 色 軟
平行タタキ

布 目痕
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第 4表  久保城跡 82年度調査表採瓦観察表
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東円寺跡86年 -4区 ピット検出状態
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図

版

第

六

東

円

寺

跡

出

土

遺

物

1.東円寺跡周辺表採瓦2.東 円寺跡表採瓦

■|■

東円寺跡85年 -2区出土唐草文軒平瓦


